
ポスター講演 P08 

来朝内湖葉水城における 淀川湿原の湿地 林 およびクトン ベツ 湿原権 祝物の花粉分析 
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はじめに ] 

壮大雨能研究 林 内に位置する 朱鞠 内湖の集水域にはミズナラ ，トドマ ッ からなる鉢底混交林が 広 

く 分布している．また ， 朱鞠 内湖に注 心用 ll の流域には，標高約 200m の平坦な地形上に 面積約 160h]a 

の 梶川湿原が広がっており。 ハル ニレ やヤ チダモ が優勢な落葉広葉樹林と アカェゾ マツ 林 とが モザ 

ィク 状に分布する 湿地 林 が成立している．我々はこれまで。 この淀川湿原の 湿地 林 内において堆積 

物を採取し古生態学的な 分析を行 う ことによって 湿地林の植生変遷を 検討してきた   

[ 泥 加湿原の湿地 林 における分析結果 ] 

泥 加湿原内の アカェゾ マツ枠内 2 ケ 所において堆積物を 採取した (UDAl, 2). 各堆積物の花粉 

分析を行った 結果， 2 ケ 所の植生変遷はほ ほ 同様の傾向を 示していた．そのうち UDAI の分析結果 

を 以下に述べる・ UDAl は全長 375cln の泥炭堆積物であ り，・ 4C 年代測定を行ったところ ，深度 1ggcln 

で 6,980%  40y Ⅰ BP  (Beta-l97967)  という年代 値 が得られた・この 堆積物について 花粉分析を行った 

結果，約 7,0QO 年前の層準から 現在にかけてコナラ 亜属，カバノキ 属 およびハンノキ 属 花粉が 20 一 

30% と高率で連続的に 出現した・また ，約 7,000 年前から 4.000 年前にかけてト キ 、 リコ 属 花粉がⅢ 

一 30% と比較的高率で 出現した後，約 l.000 年前から トウヒ属 花粉が 20% と高率で出現した・ 現在， 

湿地 林 内にはコナラ 亜属花粉の給源と 考えられるミズ ナラ はほとんど生育していないことから ， 約 

7,000 午前から現在まで 連続して出現するコナラ 亜属花粉は，湿地林の 周辺山地の植生に 由来して 

いるものと考えられた ，そこで実際に 湿地 林 周辺の針 G 混交林における 植生変遷を調べるために ， 

鉢底混交林内に 位置するクトン ベツ 湿原で堆積物を 採取し花粉分析を 行った   

[ ウトン ベツ 湿原の分析結果および 2 地点間の分析結果の 比較 ] 

クトン ベツ 湿原は泥加湿原から 約 I0km 離れた標高約 700m] の山頂の鞍部にあ る，面積約 3ha の 

開けた湿原であ る・ここで全長 300c Ⅲの泥炭堆積物を 採取した・なお ，後藤ほか (]997) により 採 

取 された泥炭堆積物の 深度 343c Ⅲの， 4C 年代測定結果は ， 2,279 千 72yrBP であ ることから，本研究 

で 採取した堆積物も 約 2300 午前以降の堆積物と 考えられる，採取した 堆積物について 花粉分析を 

行ったところ ，コナラ亜属。 カバノキ 属 およびハンノキ 属 花粉が全 層 準を通して大きく 変動するこ 

となく高率で 連続的に出現した・ 一方，淀川湿原の 湿地 林で 顕著な変化が 見られた トウヒ属 および 

ト キ 、 リコ 属 花粉は，金屑準を 通してほとんど 出現しなかった．このことから 湿地 林 で見られた トウ 

ヒ属， ト キ 、 リコ 属 花粉の出現率の 変動は， 泥 」 l@ 原 内に成立する 湿地林の変化を 示していると 考え 

られた   
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